
今 昔 物 語 の 中 の キ ノ コ た ち

薬学部 講師 川 木 秀 子

1は じめ に

今昔物語31巻 は12世 紀ごろ成立 した 日本最

大の説話文学集で、編者は宇治大納言隆国で

あるといわれ、天竺、震旦、本朝の3部 に分

かれている。 しか し、おおかたのひとは芥川

龍之介 の 「鼻」、1芋 粥」な どの小説 によっ

て、よく知るようになったものと思われる。

その芥川龍之介に 「今昔物語に就いて」とい

う短い文章があって、主として本朝の部の面

白さを強調 している。

「この生なましさは、本朝の部には 一層野

蛮に輝いている。
一層野蛮に?

僕はやっと今昔物語の本来の面 目を発見

した。今昔物語の芸術的生命は生なましさ

だけには終っていない。それは紅毛人の言

葉を借 りれば、brutality(野 生)の 美 し

さである。或は優美とか華奢とかには最 も

縁の遠い美 しさである。中略 今昔物語の

作者は事実を写すのに少 しも手加減を加え

ていない。これは僕等人間の心理を写すの

にも同 じことである。尤 も今昔物語の中の

人物は、あ らゆる伝説の中の人物のように

複雑な心理の持ち主ではない。彼等の心理

は陰影の乏 しい原色ばか り並べている。 し

か し今 日の僕等の心理にも如何に彼等の心

理の中に響 き合 う色を持 ってい るであろ

う。銀座は勿論朱雀大路ではない。が、モ

ダァン・ボオイやモダアン ・ガアルも彼等

の魂を覗いて見れば、退屈に もやはり今昔

物語の中の青侍や青女房 と同 じことであ

る。以下略

おそれげもなく付け加えるとすれば、編者

大納言の科学者のよ うな語(か た り)で あ

る。客観的に観察 した、無駄のない、 しか も

必要な ことはすべて記述 されている、現在で

も我々が参考にできる文体である。

さて、今昔物語の本朝世俗部に、い くっか

キノコに酔 う話がある。このようなキノコの

記載は、この物語が最古の ものであるとされ

ている。 この第28巻 、本朝世俗部、舞茸縁起

にある、舞茸、笑茸の内容について考えてみ

たい。

2舞 茸縁起

尼ども山に入り、茸を食ひて舞ひし話 第28

この話を要約すると

「尼僧 たちが京都の北山へ花を摘みに行

き、道に迷い、その内お腹がすいたので、

そこらに生えているキノコを焼いて食べた

ところ、胱惚として歌い踊 りだしたので、

このキノコは食べると、踊 り狂 うというこ

とで、舞茸と呼ばれた」

と言 う縁起談である。

後 日談として、

「舞茸キ ノコを食べて も誰 も踊 らなか った一

とあることか ら、尼僧たちの食べたキノコは

今、我 々が言 うところのマイタケではないこ

とがわかる。現在でも、マイタケは食茸であ

り、秋になるとスーパーにパ ックづめで売 ら

れている。それを食べて幻覚が起こった、と

言 う話 も聞かないから、このキノコはマイタ

ケとは別の ものであろう。
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図2ワ ライダケ

図1マ イ タケ

では、このキノコは何か?

牧野新日本植物図鑑によると、

「これは笑茸であろう」

と記されている。 ところがAERADに は

「このキノコはべニテ ングダケであること

が分かっている」

と記されている。

図2か らで もわかるように、ワライダケは

動物の糞の上に生えるキノコで見たところ、

あまり美味 しそ うにない。 したがって、今昔

物語のキノコはべニテングダケと考えるのが

妥当であろう。

今昔物語にはこのほか

「金峯山の別 当にな りた くて、平茸に似て

いる毒茸を食べさせて失敗す るナ ンバー2

の僧の話」

など、今にも通ずる話があり、興味のある方

は今昔物語をひもといていただきたい。装飾

過剰な現在から見れば、その簡潔な文体に新

鮮な魅力を覚えることであろう。

3幻 覚キノコのいろいろ

幻覚をお こす植物は広 く世界中に分布 し、

主 に呪術宗教的に使用 されている2)。 例え

ば、幻覚キノコはメキシコ ・インディア ン、

シベ リァなどで

図3ベ ニテングダケ

「神 との 交 信 」

の た め に 、 シ ャ ー マ ンが 食 した もの で あ る。

メ キ シ コ ・イ ン デ ィ ア ン は これ ら の キ ノ コ

(Psilocybemexicana)を 治 療 に 用 い た わ

け で は な い が 、 重 大 な 問 題 に 直面 した 時 、 こ

れ らの キ ノ コに 相 談 を した 。

例 え ば 、 誰 か が 病 気 に な る と 、 キ ノ コ は

「ど う して 病 気 に な っ た か 、 病 人 は生 き る

か 死 ぬ か 」

を 告 げ て くれ る。

死 ぬ とで る と、 病 人 と家 族 は あ き らめ て しま

い 、 そ して 病 人 は食 欲 を失 い 、 ま もな く息 絶

え る。

これ と は ま った く別 に 、北 欧 の バ イ キ ン グ
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は戦闘に備えて、この種のキノコ(ベ ニテ ン

グダケあるいはワライダケであろうといわれ

ている)を 食べたといわれる。彼等はこれを

食べることにより野獣のように勇敢になり、

出会 った者を誰彼のみさかいな く片端から斬

り殺 した。あの伝説的なバイキングの勇猛 さ

が、幻覚キノコを抜 きには考えられない3)、

というのは愉快ではないか。

「私は完全 に意識を失い、色彩だけのあの

世へ行 った。金、銀、赤、オ レンジ、 ブ

ルー、緑、黒など美 しい7色 が渦を巻いて

いたり、滝のように流れたりした」

このように視覚的色彩的な幻覚が現れるの

は、LSDを 服用 した時 と非常 に似た現象で

あるように思う。 もちろん、今昔物語には、

色彩的にも幻覚が現れたとい う表現 はない。

しか し、キノコが特定でき、その毒成分が解

明されていることか ら、幻覚が現れ ると考え

るのが自然であろう。尼僧たちは、幸運にも

現在の芸術家が創造性のために、LSDを 服

用 したように、色彩と音楽の世界に入 り込ん

でいったのであろう。 しか しなが ら、食べる

キノコの量によって、いつ も、天国へ行ける

と決まった ものではな く、時には地獄へ落ち

ることがあるために、乱用されなかったので

はないだろうか。

4幻 覚物質は何か

図4シ ビレタ ケ の一 種

(Psilocybemexicana)

一方、 日本では密教的に護摩焚 きがあり、

芥子や胡麻などを用いる習慣があったが、上

記のような幻覚キノコを宗教的に使用 した記

録はない。 しかし、今昔物語、幻覚キノコと

尼僧が結び付 いて記 されていることか ら、

まったくなかったといえるであろ うか。今後

の研究に期待 したい。

今昔物語 には、これ らのキノコを食べたと

きに起 こる状態について、簡単な記述 しかな

い。 この現象を再現 してみたいと思う。まず

「幻覚キノコを食べるとどんな状態にな る

か?」

にっ いてAERAI)に よ る と、 民族薬 理学

者、故石川元助氏が65年 にメキシコ先住民の

「聖なる茸の祭典」

に参加 した時の様子を記載 しているので、そ

れを引用する。

キノコの毒性は摂取量により決まる。それ

故、同 じ量を食べて も、キノコの生える時期

および場所によって、幻覚だけですむか、致

死に至るかわか らない。

日本産の幻覚性キノコには成分および作用

の視点か ら大 きく2っ の系統がある。

(1)ベニテ ングダケ(Amanitamuscaria)

やテ ングダケ(Amanitapantherina)

に代表されるもの。

この成分はテングダケ属に広 く分布 してい

る、イボテン酸であるとされている4)。 この

イボテン酸 は不安定な化合物で、脱炭酸 して

ムスシモールに変化す る。

イボテン酸 は中枢神経の興奮性ア ミノ酸の

一種で、アスパラギン酸の拮抗物質(構 造が

似ているので競合する)で あ り、ムスシモー

ルは中枢神経の抑制伝達物質 γ一ア ミノブチ

ル酸(GABA)の 拮抗物質であ ることがわ

かっている(図5)。

イボテン酸 は脳関門を通過 できないが、

経 口ではムスシモールになって吸収 され、
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図5ベ ニテ ングダケなど

GABAの 拮 抗 物 質 と して 作 用 す る。 現 在 で

は 、 これ らの 関 連 物 質 が 合 成 さ れ 、 脳 の 生 理

の研 究 に役 だ って い る 。 な お 、 ム ス シモ ー ル

を摂 取 して 、 幻 覚 を 経 験 した と言 う報 告4)も

あ る こ とか ら、 テ ング ダ ケ な ど の 幻 覚 成 分 は

ム ス シモ ー ル で あ る と考 え られ る 。

R.G.Wassonに よ る と、 イ ン ドの 聖 典 リ

グ ヴ ェー タ の 中 で 、 ソ ー マ と呼 ば れ て 讃 え ら

れ て い る植 物 は 、 ベ ニ テ ン グ ダ ケ で あ る と い

う5)。

(2)ヒ カ ゲ シ ビ レタ ケ(Psilocybeargentip

es)、 ワ ラ イ タ ケ(Panaeoluspapilion

aceus)に 代 表 さ れ る もの 。

この 成 分 は サ イ ロ シ ビ ンや サ イ ロ シ ンな ど

で あ る5)。 これ は 神 経 伝 達 物 質 で あ るセ ロ ト

ニ ンに 構 造 が 似 て 、 そ の生 理 作 用 を撹 乱 す る

た あ に 、 幻 覚 が 現 れ る と され て い る 。

この こ と は 、 ポ ジ トロ ン標 識 を 使 って 、 脳

内 の ト リブ タ ミン誘 導 体 の動 きが 研 究 され 、

幻 覚 発 現 の 機 構 が 物 質 レベ ル で 解 明 され っ っ

あ る。

ヒカゲシビレタケは横山和正氏により命名

された5)。 彼はこれを偶然試食 し、幻覚を体

験 している。このキノコは夏から秋にかけて

生え、黄土色か ら褐色、黒色になり、触れる

と青変する小型のキノコで、広 く日本中に分

布 している(図6)。

ヒカゲシビレタケの幻覚成分のサイロシビ

ンは、LSD-25や メスカ リンなどと同様の

幻覚を示す とされている5)(図7)。

先のメキシコの幻覚キノコは、熱帯性でな

いシビレタケであることが確かめられ、サイ

ロシビンが分離されている6)。

セロ トニン

正常な脳内神経伝達物質
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このサイロシビンは日本では 「麻薬及び向

精神薬を指定する政令」第1条16項 に規定さ

れた麻薬であり、沖縄の一部、近畿地区で、

これ ら幻覚 キ ノコの乱用 が報告 されて い

る7)。

ここで、典型的なキノコ中毒例の報告を引

用する5)。

「85年10月 山形県T町 で ヒカゲシビレタケ

が天然ナメコ(図8)と 誤 って採取 され、

家族4人 とその知人1名 が中毒 した。5人

はそれぞれ異なった症状を示 し、最 も軽い

もので、眠気、 しびれ、身体浮遊感、強い

不安感などを呈 した。最 も重い例は先の身

体症状に加えて、色彩視、幻覚などを起こ

し、錯乱状態を呈 した。最 も軽い例では、

農家の主婦で、夕食の調理中に、キノコ2
-3本 とキノコ汁を小皿に味見 した程度

だった。幻覚を呈 した者は、キノコ汁1杯

か ら2杯 であった。

この特徴はキノコの量に依存 して、身体

症状は重 くなるが、精神症状 は多彩 さを示

した」

図8ナ メ コ
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5ま とめ

今昔物語のキノコによる幻覚について考え

るために、現在のキノコ中毒か ら摂取量 と症

状の関係を見た。これ らのキノコはLSDと

同様の幻覚作用があることが、実験精神医学

的に示されている。ただ し、異なっていると

ころは、キノコの摂取量を厳密に知 ることが

で きないことである。 したがって、今昔物語

の尼僧たちが、悦惚 として歌い踊 りだすキノ

コ量であったのは、幸いだったろう。

AERADに

「体に悪いのはや りません」

というタイ トルでLSDを 常用 している、24

歳のサラ リーマンの例が出ていた。

幻覚発現薬 の実験か ら3)、LSD-25を 飲

んで道路へ飛 び出 して、車 に礫かれそ うに

なった例が報告されている。それによると

「自動車が 自分に向かって走 って きて も、

危ないとは思わなかった」

というもの。他は、

「自分 は不死身になったと信 じて、それを

証明するために、心臓を刺そうとした例」

があ る。 さらに、LSDを 飲むの をや めて

か ら18ヶ月 もたってか ら、LSD体 験が再発

(flash-backs)し た例 もあ る。 この場合、

大多数はLSDを 飲んだときに体験 した妄想

や幻覚、非現実感、疎外感などを感 じる。

22歳 の男性の例では

「彼はLSDを 飲んだ とき、誰かが殺 しに

来 るよ うに感 じた。 その他の症状 は普通

だった。2ヶ 月後、ガールフレン ドと口論

している最中に、突然彼女が 自分を殺そう

としていると、感 じて恐慌をきた した。そ

の後 も、数回そんな恐怖感が突然に起 こっ

た」

この様に、普通の人(精 神異常者 のLSD

常習ではないという意味)の 例が報告されて

いることか ら、決 して身体に悪 くないもので

はないことを、報道す る必要があるのではな

いだろうか。
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